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prevails as to the selection or rejection of a mark..., p.229)」として、その出現条件は特定できて
いない。本研究はこの問題を解決するための手がかりとして、目的語マーカーl-の出現と











2 先行研究  
2.1 シリア語の記述  
本項ではシリア語の小辞ܠ(-l)に認められる用法のうち、目的語マーカーとしての用法に
関する既存の記述を整理する。この項で扱う文法書は Nöldeke(1904)、Brockelmann(1962)、
Muraoka(1997)、Duval(1881)の 4 つである。 
 











 a. ܐܢܒ ܐܬܝܒ  
bnaː baytaː 
建てる.perf.3.sg.m. 家 ：標識なし 
 b. ܐܢܒ ܐܬܝܒܠ  
bnaː l-baytaː 
建てる.perf.3.sg.m. DO-家：目的語マーカーあり 
 c. ܝܗܝܢܒ ܐܬܝܒܠ  
bna:-y l-baytaː 
建てる.perf.3.sg.m.-3.sg.m. DO-家：目的語マーカー、人称代名詞接尾形あり 







(...complete uncertainty prevails as to the selection or rejection of a mark..., p.229)としている。ま























2.1.3 Muraoka(1997)  
Muraoka(1997)では、直接目的語(direct object)は形式的な標示なしに動詞の隣に現れうる









(3)  人称代名詞が目的語である時に、ܠ(l-)によって示される場合 
a. 強調・対比のための右方移動(fronting) 3 
b. 他に目的語がある場合 
                                                     
2 翻字は筆者が付した。 
3 シリア語の書字方向は文頭が右側となるため、ここでは書字方向にならって「右方」とした。 





d. 双方の目的語が人称代名詞であるとき              (p.78) 
(3)’ a. l-i:    ahpek       ʕal    šedt       wa-l-hu:       zqap 
  DO-1.sg. 返 す .Perf.3.sg.m. ～ に  職 +1.sg. そ し て -DO-Indp.3.sg.m. 吊 る
す.Perf.3.sg.m. 
 「彼はわたしを職に返し、彼を木に掛けた」創世記 41:134 
 b. ‘armay-n    be:t ‘asi:re: … l-i:   wa-l-rabb naḥtu:me: 
   （牢に）入れる.Perf.3.sg.m.-1.pl. 牢獄   … DO-1.sg. そして-DO-炊事長 
 「彼はわたしと料理役の長とを……監禁所に入れた」創世記 41:10 
 c. ‘ami:t-eh   a:p  l-eh 
   殺す.Perf.3.sg.m.-3.sg.m. ～も DO-3.sg.m. 
 「彼は彼をも殺した」創世記 38 :10 
 d. nḥawwey-ni:    l-eh 
   見せる.Impf.3.sg.m.-1.sg.  DO-3.sg.f. 
 「わたしにそれを見せるだろう」サムエル記下 15 :25      (p.78) 
 
通常の名詞が直接目的語となる場合には Nöldeke(1904)同様 4 つの方法を挙げているが、
Muraoka(1997)はそれらの間に機能的な対立は認めず、全ての例文に全く同じ訳(“they 
received an/the apostle”)を付けており、定・不定の区別を示していない(4)。 
 
(4) a. ܘܠܒܩ ܐܚܝܠܫ   
qbel šliḥaː 
受け入れる.3.pl.m. 使徒 
b. ܘܠܒܩ ܐܚܝܠܫܠ   
qbel la-šliḥaː5 
受け入れる.3.pl.m. DO-使徒 
c. ܝܗܘܠܒܩ ܐܚܝܠܫ   
qablu šliḥaː 
受け入れる.3.pl.m.+3.sg.m. 使徒 
d. ܝܗܘܠܒܩ ܐܚܝܠܫܠ   
qablu la-šliḥaː 
受け入れる.3.pl.m.+3.sg.m. DO-使徒              (p.78) 
                                                     
4 日本語訳は口語訳を参照しているが、代名詞の訳など用例として示したシリア語では現れていない語句
については示したシリア語に即した訳に置き換えた。以下(3)’の用例について同様である。 
5 語頭に子音が 2 つ続く場合には目的語マーカーl-は la-という形をとる。 













à défaut d’article, n’ayant pas une idée très-nette de la détermination ; ..., p.326) 
 






る)、及び Clitic Doubling と目的語マーカーl-を組み合わせた標示を示しているが、用例が
少ないため今回は Clitic Doubling については検討対象としない。 
 











が多い7 (Joüon-Muraoka(2006, p.415)、Williams(2007, p.168)など)。(3)はスペイン語の例であ
                                                     
6 転記は概ね池田・高橋・池田(2003)に従った。 
7 定の目的語であってもこれを伴わない例がある。e.g.. ...wayyiben habbayiṯ... 「彼は家(=神殿)を建てた」
列王記上 6 :1 








(5) a. Hasan  keta:b-rā did. 
ハサン 本8-DO  見た 
「ハサンはその本を見た」 
b. Hasan yek ketāb did. 
ハサン 1   本  見た 
「ハサンは一冊の本を見た」 
(6) a. wayyibɛn  ʔɛṯ-habbayiṯ … 
 彼は建てた DO-家(定) 
 「彼は家(=神殿)を建てた」               列王記上 6:9 
b. wubɔnɔ    mizbħoṯ … 
 そして彼は建てた 祭壇(不定) 
 「彼は祭壇を建てた」               列王記下. 21:4 
(7) a.  El  director busca  a   su  hijo. 
定冠詞 監督  探す DO 彼の息子 
「監督は彼の息子を探している」 
b.  El  director busca  el  carro. 
定冠詞  監督   探す 定冠詞  車 
「監督はその車を探している」 
      c.  El director busca el perro 











                                                     
8 ペルシア語には定冠詞は無いため定であることは形式としては現れない。 






(8)  a. šqəl-lə  barānɒ. 
took-3MS ram 
‘He took a/the ram.’ (lit. ‘He took ram’) 
b. kəm-šāqəl-lə 
PST-take.3MS-OBJ.3MS 
‘He took it.’ 
c. kəm-šāqəl-lə   barānɒ.   [DOA] 
PST-take.3MS-OBJ.3MS ram(m.) 
‘He took the ram.’ (lit. ‘He took it ram’) 
d. kəm-šāqəl-lə   ta  barānɒ. [DOA + DOF] 
PST-take.3MS-OBJ.3MS DOM  ram 
‘He took the ram.’ (lit. ‘He took it to ram’)           (p.341) 
 
この方言にはシリア語同様 Clitic doubling も見られ、目的語の特性に応じて出現したり
しなかったりする。DOM が格標示に関わるものとして捉えられるのに対して、このよう
な一致(agreement)に関わる現象は Differential Object Agreement(DOA)または Differential 








3 方法  
シリア語テキストより他動詞の目的語であることが明らかな名詞句の用例を収集する。
対象とするテキストは E. A. W. Budge によって校訂・刊行された”the History of the Blessed 
Virgin Mary”(Budge(1899))である。このテキストは新約聖書外典(アポクリファ)10を翻訳し
要約したもの(Budge(1899, p.VIII)であるが、その成立がシリア語の話されていた紀元 4 世
                                                     
























全体 目的語マーカーを伴う 割合 







また表 3、表 4 には収集したデータ内における目的語マーカーの出現非出現を目的語の定
性別に示した。 
  











不定 54 55.1％ 
定 44 44.9％ 
全体 98 100.0％ 
 
表 3：目的語マーカーの有無:不定の目的語 
マーカーつき 2 3.7％ 
マーカーなし 52 96.3％ 
 
表 4：目的語マーカーの有無:定の目的語 
マーカーつき 15 34.1％ 
マーカーなし 29 65.9％ 
 
集めた用例 98 例における定：不定の比率はほぼ 9:11 であり、若干不定の目的語の用例
が多いものの、一方への顕著な偏りはない。しかし目的語マーカーの出現については定性
によってかなり顕著な違いが見られる。まず表 3 に示した不定の目的語の場合を見ると、

















したものを表 6、表 7 に示す。その際の分類は(9)の階層性を意識し、固有名詞、意味的に
特定のもの、文脈から特定されるもの、とする。意味的な特定性と文脈による特定性を区









固有名詞 8 18.2％ 
意味的に特定のもの13 1 2.3％ 
文脈から特定されるもの 33 75.0％ 
その他 2 4.5％ 
 
表 6：定の目的語・マーカーつき 
固有名詞 8 53.3％ 
意味的に特定のもの 1 6.7％ 
文脈から特定されるもの 5 33.3％ 
その他 1 6.7％ 
 
表 7：定の目的語・マーカーなし 
固有名詞 0 0.0％ 
意味的に特定のもの 0 0.0％ 
文脈から特定されるもの 28 96.6％ 
その他 1 3.4％ 
 
表 6 と表 7 を比較すると、固有名詞の出現に顕著な差異が見られる。表 6 の目的語マー
カーを伴う用例では約半数にあたる 8 例が固有名詞の例である一方、表 7 の目的語マーカ
ーを伴わない用例では 1 例も見当たらない。他方文脈によって特定されるものの場合はそ
の逆で、マーカーを伴う用例が 5 例であるのに対し、マーカーを伴わない例が 28 例と、マ
ーカーを伴わない場合が圧倒的に多い。 
以上をまとめると、以下のように言うことができる。すなわち、目的語マーカーは目的
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On the relation of Syriac object-marking 




Syriac language has an object-marking particle l-. Some direct objects make use of it and thus 
are overtly marked, while others are unmarked. In this article, I propose a hypothesis that what 
makes this difference is definiteness, specifically definiteness scale. Whether object has the particle 
or not is determined by this property. Phenomenon like this is called Differential Object 
Marking(DOM). Since DOM is observed in many languages, in this paper I also compare the 
phenomenon in Syriac to those in other languages. 
